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支部 発生日時

氏名 年齢 　　　53歳 役職 一般

直外区分 勤務経験 　　年　月 作業経験 　　年　月

休業日数 　　　　０日

災害類型 ④

9:30 清掃・点検後に自動運転を立上げ加工を開始した。

10:05 加工中に加工ヘッドの動きが悪い箇所があったため可動域内のレールにスプレー缶にて

吹付給脂していた所、加工ヘッドが手前に移動し,加工ヘッド上部架台と本体梁の間に

右手が挟まれた。

10:08 被災者Aは、同僚に報告し、更に職長から部長へ報告した。

10:10 救急車を要請しC病院へ搬送した。

レントゲンにて骨折が判明し、骨折箇所の固定及び挫創部の縫合処置を行った。

14:20 帰社

【災害類型】 ①墜落・転落　②転倒　③飛来・落下　④挟まれ　⑤巻き込まれ

⑥切れ・擦れ　⑦熱傷　⑧感電　⑨火災・爆発　⑩その他

注） 網掛け部の記入は任意とする。それ以外は必ず記入をお願いします。

登録番号は、事務局で整理のため登録します。

氏名は、記載しないでください。Ａ氏（複数の場合、Ｂ氏、Ｃ氏・・・）

災害の概要 　可動中の面取り加工機への給脂時に右手が挟まれた。

労働災害事例報告（不休）
登録番号 提出日：　2022年　2月 22日

支部名 　2021年  ９月  23日　　10時05分頃

発生場所 大型糸面加工機

被災者
Ａ　氏

　直営　／　外注

傷病名 右第５中手骨開放骨折、右第２中手骨骨折、右母指MP関節内骨折、右手・手指圧挫傷

対

策

・可動エリアに立ち入る際は、電源OFFを確実に行う事を全員に周知徹底、再教育を行う。

・可動中は、不用意に可動エリアに入れないようにするため、挟まれる可能性がある箇所

　にはカバーを取り付ける。
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写

真

原

因

・自動運転中に電源を切らずに可動エリア内に手を入れて給脂作業を行った。


